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健康増進課（保健センター）12月の予定
日 曜日 事　業　名 　     受付時間
1

4
5
10
12

15

16
19

月

木
金
水
金

月

火
金

特定健康診査

胃がん検診
離乳食教室
健康相談
健診結果説明会（ゆうゆう館）
※17日も実施
健診結果説明会
（桜の郷コミュニティセンター）
３歳児健診
２歳児歯科検診

 9 :00～11:00
13:00～14:30
 7 :30～11:00
 9 :45～10:00
 9 :00～11:30
 13:00～13:30

13:00～13:30

13:00～13:30
13:00～13:30

冬
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に 

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
皆
さ
ま
元
気
に

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？　

ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
で
、
寒
い
冬
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
！

●
手
洗
い
・
う
が
い

　
「
手
洗
い
・
う
が
い
」
は
カ
ゼ
や
、
こ
れ

か
ら
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
基

本
で
す
。
手
洗
い
で
は
、
せ
っ
け
ん
は
よ
く

泡
立
て
て
15
秒
ほ
ど
よ
く
洗
い
ま
す
。
洗
い

残
し
を
し
や
す
い
指
先
・
指
の
間
・
親
指
な

ど
も
入
念
に
。
う
が
い
は
、
口
や
喉
へ
の
ウ

イ
ル
ス
の
付
着
を
防
ぎ
ま
す
。
外
出
か
ら

帰
っ
た
時
だ
け
で
は
な
く
、
１
日
３
回
程
度

行
う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●
水
分
補
給

　

冬
場
に
は
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
発
症

が
増
え
ま
す
。
寒
く
な
り
血
圧
が
上
昇
す
る

こ
と
も
一
因
で
す
が
、
水
分
補
給
も
大
き
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

 

冬
は
寒
く
な
り
、
汗
を
か
き
に
く
く
、
喉

の
渇
き
を
自
覚
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
水
分

の
摂
取
量
が
少
な
い
と
、
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ

状
態
に
な
っ
て
血
管
が
つ
ま
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
水
分
の
摂
り
方
と
し
て
は
「
喉
が
渇

い
た
」
と
感
じ
て
か
ら
で
は
な
く
、
コ
ッ
プ

１
杯
ほ
ど
の
水
を
こ
ま
め
に
、
ゆ
っ
く
り
と

噛
む
よ
う
に
し
て
飲
む
の
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

●
暴
飲
暴
食
に
注
意

 

年
末
・
年
始
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い

季
節
で
す
が
、
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
配

慮
し
な
が
ら
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。
飲
酒

の
際
に
大
切
な
こ
と
は
、
空
腹
で
飲
ま
ず
に

何
か
食
べ
な
が
ら
飲
む
こ
と
、
お
酒
の
合
間

に
水
や
お
茶
も
飲
む
こ
と
な
ど
で
す
。
酒
の

肴
と
し
て
は
、
野
菜
や
魚
介
類
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
と
れ
る
「
鍋
」
な
ど
が
お
す
す
め
で

す
。
ま
た
、
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ

る
場
合
は
、
次
の
日
の
食
事
で
調
整
し
ま

し
ょ
う
。

 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
少
し
。
お
体
に

気
を
付
け
、
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ

い
。

健康増進課
（保健センター）
　札
240-7134

No.261
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《
短
歌
》

（
評
）
萩
谷
さ
ん―

「
広
報
い
ば
ら
き
10
月
号
」
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
涸
沼
が
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
」に
登
録
さ
れ
る
見
通
し
が
濃
く
な
っ
て
い
る
。
今
、

飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
小
鳥
た
ち
も
喜
ぶ
こ
と
だ
ろ
う
。

「
天
高
し
」
は
晴
れ
わ
た
っ
た
秋
空
の
表
現
。
中
島
さ

ん―

年
齢
と
と
も
に
、
物
忘
れ
が
多
く
な
る
の
は
当

然
。
時
に
は
笑
い
飛
ば
し
て
秋
の
夜
長
を
楽
し
ん
で
い

る
の
か
。「
良
夜
」
は
十
五
夜
、
十
三
夜
な
ど
の
月
光

あ
ま
ね
き
夜
の
こ
と
。
田
口
さ
ん―

強
い
風
が
吹
き
つ

け
て
、ま
る
で
栗
の
実
を
叩
き
落
と
す
か
の
よ
う
。「
大

嵐
」
と
い
う
表
現
、
力
強
く
て
い
い
。

（
評
）
河
野
さ
ん―

寝
る
前
に
、
今
夜
も
ま
た
読
ん
で

も
ら
う
好
き
な
絵
本
を
抱
え
て
、
お
婆
ち
ゃ
ん
の
膝
に

来
る
幼
子
の
愛
ら
し
さ
が
題
材
。
あ
た
た
か
い
家
庭
の

様
子
を
浮
か
ば
せ
る
。
鳥
羽
田
さ
ん―

枯
葉
剤
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
に
使
用
さ
れ
た
毒
性
の
高
い
除
草

剤
。
散
布
地
に
ガ
ン
や
先
天
性
異
常
、
流
産
・
死
産

な
ど
が
多
発
し
た
。
今
も
残
る
後
遺
症
を
目
の
あ
た

り
に
し
た
作
品
。
中
島
さ
ん―

台
風
・
地
震
・
火
山

噴
火
な
ど
、
各
地
で
の
自
然
災
害
に
心
を
痛
め
る
昨

今
。
平
穏
無
事
に
暮
ら
せ
て
い
る
こ
と
は
、
誰
に
と
っ

て
も
一
番
の
幸
せ
で
あ
り
願
う
と
こ
ろ
。

○
天
高
し
鳥
も
喜
ぶ
ラ
ム
サ
ー
ル

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

煙
物
忘
れ
笑
ひ
飛
ば
し
て
良
夜
か
な

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
栗
の
実
を
叩
き
落
と
す
か
大
嵐

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

鈴
生
り
に
実
る
銀
杏
仰
ぎ
見
る

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　

風
去
り
て
水
面
に
映
え
る
鰯
雲

髙
津　

敏
雄（
中
石
崎
）

　

樫
の
実
を
踏
み
つ
つ
昇
る
宮
の
階

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

栗
の
実
の
爆
ぜ
る
音
す
る
山
の
里

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

河
川
敷
晴
れ
一
面
の
彼
岸
花

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

休
耕
地
葛
の
葉
っ
ぱ
の
ぼ
う
ぼ
う
と

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

幻
想
の
ご
と
き
月
光
縁
の
窓

田
口　

正
子（
南
川
又
）

○
幼
子
が
抱
え
持
つ
二
冊
寝
ね
る
前

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
読
む
今
夜
の
絵
本

河
野　

久
子（
昭　

和
）

煙
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
ね
て
知
り
ぬ
枯
葉
剤

色
濃
く
残
る
心
に
森
に

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

煙
あ
ち
こ
ち
に
自
然
災
害
続
き
お
り
葡

萄
分
け
合
う
人
居
る
は
幸

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

神
御
座
す
御
嶽
山
の
大
噴
火
な
に
ゆ
え

怒
る
悲
し
き
九
月

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

利
根
町
の
文
学
散
歩
胸
お
ど
る
明
け
ぬ

朝
よ
り
日
程
表
見
る

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　
ラ
ム
サ
ー
ル
聞
い
て
鳥
た
ち
嬉
し
が
り

涸
沼
の
畔
群
れ
て
飛
び
立
つ

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

夏
過
ぎ
て
束
の
間
た
り
し
秋
の
空

忍
び
寄
り
く
る
冬
の
足
音

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　

形
見
な
る
ブ
ラ
ウ
ス
纏
い
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
へ
亡
母
と
歩
き
し
浅
草
杳
か

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

感
銘
を
綴
り
残
し
て
旅
立
ち
ぬ
千
首

万
首
吟
じ
た
恩
師

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

勧
め
ら
れ
医
薬
品
ら
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
に
同
じ
効
力
心
配
な
し
と

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

《
俳
句
》

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所
氏
名

明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２ 

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
０
）
７
１
２
６

 

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
を
対
象
に
、
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
発
行
し

ま
す
。

 

所
得
の
申
告
に
あ
た
り
、
こ
の
認
定
書
を
提
示
す
る
こ
と
で
「
障
害
者
控
除
」
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
は
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
で
す
。

《
条　

件
》

　

介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
認
定
、
ま
た
は
要
支
援
認
定
（
以
下
「
要
介
護
認
定
等
」）

を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
要
介
護
認
定
等
を
受
け
て
い
る
方
と
同
程
度
の
障
害
状
態
に

あ
る
方
で
あ
り
、
か
つ
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る
方
。

◇
平
成
26
年
中
の
収
入
が
、
所
得
税
や
住
民
税
の
課
税
が
見
込
ま
れ
る
65
歳
以
上
の
方
。

◇
平
成
26
年
中
の
収
入
が
、
所
得
税
や
住
民
税
の
課
税
が
見
込
ま
れ
る
親
族
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
65
歳
以
上
の
方
。

※

要
介
護
認
定
等
を
受
け
て
い
る
方
と
同
程
度
の
障
害
状
態
を
理
由
に
申
請
す
る
方
に
つ

い
て
は
、
面
接
調
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
申
請
に
つ
い
て
》

　

①
申
請
者　

控
除
対
象
者
（
本
人
）
ま
た
は
親
族

　

②
受
付
期
間　

平
成
26
年
12
月
１
日　

〜　

平
成
27
年
１
月
30
日

　
　
　
　
　
　
　

（
面
接
調
査
が
必
要
な
方
は
、
平
成
26
年
12
月
15
日
ま
で
）

　

③
窓　
　

口　

社
会
福
祉
課
（
１
階
３
番
窓
口
）

　

④
持
参
す
る
も
の　

控
除
対
象
者
の
印
鑑（
親
族
の
方
に
よ
る
申
請
は
、
親
族
者
印
も
必
要
）

　
　
　
　
　
　
　

介
護
保
険
被
保
険
者
証

　

⑤
手
数
料　

無　

料

　

⑥
交　
　

付　

後
日
郵
送
（
平
成
27
年
１
月
以
降
送
付
予
定
）

【
問
合
せ
先
】　

社
会
福
祉
課　

☎
（
２
４
０
）
７
１
１
２

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
発
行
に
つ
い
て

平
成
26
年
分
申
告
用　

〜
所
得
税
や
住
民
税
の
障
害
者
控
除
〜


